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ICO複合指標価格は11月もレンジ相場にとどまる
エグゼクティブ・サマリー ― 世界コーヒー市場（2025年11月）
2025年11月のICO複合指標価格(I-CIP)は平均330.44セントとなり、10月比1.2%上昇しつつも、320.39
～343.92セントのレンジ内の推移にとどまった。

市場ダイナミクスを規定した主要な要因は2つあり、ブラジル産コーヒー輸入に対する米国の関税緩
和（弱材料）と、ベトナム中部高原における深刻な洪水（強材料であり）であった。両者は概ね互
いを相殺し合い、結果としてICO複合指標価格（I-CIP)は相対的に方向感に乏しい動きとなった。I-
CIPの小幅な上昇は、すべてのアラビカ系グループの価格上昇に支えられた一方で、ロブスタ価格は
やや軟化した。
•  コロンビアマイルドおよびアザーマイルドの価格は、2025年11月にそれぞれ前月比1.4%、1.6%上昇 

 し、平均でそれぞれ408.75セント、410.31セントとなった。
•  ブラジルナチュラルは2025年11月に1.8%上昇し、380.17セントとなった。
•  同月、ロブスタは0.1%低下し、214.91セントとなった。

輸出面では、需要の増加と供給の潤沢さに支えられ、2025年10月もコーヒー輸出は増加を続けた。
2025年10月の世界の生豆輸出は976万袋となり、1.9%増加した。ブラジルナチュラルを除くすべての
コーヒーグループが前年同月比で輸出増加を記録した。

• アザーマイルドは、2025年10月に158万袋となり、2024年10月の131万袋から21.0%増加した。
•  ロブスタは、2025年10月に304万袋となり、2024年10月の285万袋から6.8%増加した。
•  コロンビアマイルドは、2025年10月に112万袋となり、2024年10月の105万袋から7.0%増加した。
•  ブラジルナチュラルは、2024年10月の436万袋から2025年10月には401万袋へと8.2%減少した。 

この減少は、2024年10月にブラジルからの輸出が例外的に多かったことに加え、2025年に導入され 
た米国の関税引き上げの影響を、少なくとも一部反映しているとみられる。

•  生豆輸出全体に占めるアラビカのシェアは、2024年10月の70.2%から2025年10月には68.8%へと  低
下した。

地域別にみると、4地域のうち3地域が新しいコーヒー年度の開始を輸出増加で迎え、マイナスとなっ
たのは南米のみであった。南米の輸出は、なおも基準値効果による下押し圧力を強く受けている。す
なわち、同地域はコーヒー年度2023/24において6722万袋を輸出しており、これはコーヒー年度
2018/19～2022/23の平均5746万袋を大きく上回っている。したがって、2024/25年度の減速は当初か
ら想定されており、そのダウントレンドはコーヒー年度2025/26の初月にも持ち越されている。

• アジア・オセアニアの輸出は、2024年10月の244万袋から2025年10月には303万袋へと23.9%増加した。 
•  アフリカの輸出は、2024年10月の142万袋から2025年10月には173万袋へと21.9%増加した。
•  南米の輸出は、2024年10月の677万袋から2025年10月には589万袋へと13.0%減少した。
•  メキシコ・中米の輸出は、2024  年10月の43万袋から2025年10月には51万袋へと11.5%増加した。

全協海外情報 556号 2025年12月17日　全日本コーヒー協会



Coffee Market Report – November 2025  2 

生豆価格
2025年11月のICO複合指標価格は平均330.44セントとなり、2025年10月比で1.2%の上昇となっ
た。2025年11月を通じて当該指標価格はレンジ相場にとどまり、中央値328.30セントを示しつつ、2
つの明確な期間を通じて320.39～343.92セントの範囲で変動した。

第1の期間は、11月前半をカバーし14日で終わるもので、この間、指標価格は下落し、11月14日に月
内最安値となる320.39セントをつけた。第2の期間は月後半に相当し、11月17日から28日にかけて平
均327.14セントというやや高めの水準で推移しながら、価格はもみ合いとなった。2025年年初来でみ
ると、当該指標価格は終始レンジ内で推移しつつも、二つの期間を通じて緩やかな上昇トレンドを
辿ってきた。短期的には、8月中旬から11月末にかけて、同指標は平均327.13セント前後で小刻みに
推移した。中期的には、1月初旬から11月末までの期間において、平均318.91セント前後で変動し
た。2025年1月の平均値は310.12セントであり、2025年11月時点ではそこから6.6%の上昇となってい
る。

11月に観察された二つの期間の分岐点には、米国の関税変更に関する大きなイベントが位置してお
り、このことが市場の動きを一定程度説明するものとなった。

2025年11月14日、大統領令14360号が署名され、同年4月2日に大統領令14257号のもとで最初に発表
された相互関税の適用範囲が修正された。この大統領令14360号により、コーヒーを含む特定の農産
品を米国へ輸入する際に適用されていた相互関税（大統領令14257号に基づく）がすべて撤廃され
た。とりわけ、これによりブラジル産コーヒー製品に課されていた総関税率は、対象品目に関して
50%から40%へと引き下げられた。
その6日後の11月20日には、大統領令14361号が署名され、ブラジルから輸入される特定品目に対し
て従価税率40%を課していた制度が改定された。この40%の従価税は、もともと2025年7月30日の大
統領令14323号の下で初めて導入されたものである。大統領令14361号は、ブラジルからのコーヒー
輸入に課されていた追加の40%関税を撤廃する内容となっている。これら二つの最新の大統領令は、
それぞれ2025年11月25日と26日に官報（Federal Register）に正式に掲載された。
大統領令14360号および14361号の対象となるコーヒー製品は、以下のHSコードに対応する。

• 0901.11.00：コーヒー、生豆、非焙煎、カフェイン除去なし
• 0901.12.00：コーヒー、生豆、非焙煎、カフェイン除去
• 0901.21.00：コーヒー、焙煎、カフェイン除去なし
• 0901.22.00：コーヒー、焙煎、カフェイン除去
• 2101.11.29：コーヒーの抽出物、エッセンスおよび濃縮物（無香料インスタント・コーヒーを除く）
• 2101.12.90：コーヒーの抽出物、エッセンスまたは濃縮物を基礎とする、またはコーヒーを基礎とす

るその他の調製品

市場は、最初の大統領令が署名される2日前の時点で、関税に関する大きな発表が差し迫っているこ
とを認識していた。11月12日、スコット・ベッセント財務長官は、コーヒーを名指ししつつ、日常的
な消費財の一部に対する「大幅な」関税緩和が近く発表されると表明した。同日、ICO複合指標価格
は2025年11月の月内高値となる343.92セントに達したが、その後3営業日連続で下落し、11月14日に
月内安値の320.39セントをつけた。その後、指標価格は反発に転じ、連続2営業日上昇して11月18日
には333.0セントまで戻り、11月17日から28日にかけては平均327.14セント前後で安定的に推移し
た。
公表された関税緩和の発表が、指標価格の3日連続下落を引き起こし、一方で最初の大統領令の署名
により下落局面は終了した。ブラジル産コーヒー輸入に対する追加40%関税の撤廃は、3日間の期間
にわたり指標価格に影響を与え、6.8%の値下がりをもたらした。しかし、この影響がごく短期間にと
どまったことは、市場参加者がすでに40%関税の撤廃を織り込んでいたことを示唆する。また、ブラ
ジルから国際市場への供給が顕著に抑制されていたわけではなく、関税撤廃後に供給量が急増すると
の期待も限定的であったことを示している。
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11月後半においてICO複合指標価格の下落が限定的にとどまり、その後の価格が持ち直して推移した
ことは、市場でこれとは別に、かつ対照的な強材料が作用していた可能性を示している。

11月15日以降の週末から、ベトナムの主要なコーヒー生産地域である中部高原は激しい洪水被害を受
けた。11月15日から19日にかけて、複数の地域で降雨量が1100ミリメートルを超え、平年の11月平
均降水量104.3ミリメートルを大きく上回ったと報じられた。最大のコーヒー生産省であるダクラク
省では、2025/26年度のコーヒー収穫の約10～15%がすでに収穫済みであり、乾燥中であったとされ
る。

加えて、11月最終週にはサイクロン・セニヤの影響により、インドネシアのアチェ、西スマトラ、北
スマトラ各州で洪水と地滑りが発生し、300万人以上が被災したと報告された。アジア・オセアニア
地域で最大・第3位のコーヒー生産国であるこれら2カ国における天候要因が供給条件に及ぼす影響の
全容が明らかになるまでには時間を要し、その後世界の供給可能量への影響も徐々に判明していくこ
とになる。

こうした二つの大きな事象 ― すなわち、米国の関税変更の発表とベトナム中部高原における深刻な
洪水 ― が、2025年11月の国際コーヒー市場価格変動の主たる要因となった。

zu図図1：ICO複合指標価格

コロンビアマイルドおよびアザーマイルドの価格は、2025年11月に前月比それぞれ1.4%、1.6%上昇
し、平均で408.75セントおよび410.31セントとなった。ブラジルナチュラルは11月に1.8%上昇
し、380.17セントとなった。一方でロブスタは同月に0.1%下落し、214.91セントとなった。ロンドン
のICEにおけるロブスタ先物価格は0.1%上昇し、202.33セントとなり、ニューヨークICEのアラビカ先
物価格も2.1%上昇して373.57セントとなった。

コロンビアマイルドとアザーマイルドの価格差は、2025年10月から11月にかけて-0.54セントか
ら-1.56セントへ拡大した。コロンビアマイルドとブラジルナチュラルの価格差は4.0%縮小し、28.59
セントとなった一方、コロンビアマイルドとロブスタのスプレッドは逆に3.0%拡大し、11月平均で
193.84セントとなった。同時に、アザーマイルドとブラジルナチュラル、アザーマイルドとロブスタ
の価格差は、それぞれ-0.6%および3.5%変動し、30.14セントおよび195.40セントとなった。ブラジル
ナチュラルとロブスタの価格差は4.3%拡大し、11月平均165.26セントとなった。

ロンドンとニューヨークの先物市場間のアービトラージは、2025年11月に4.5%拡大し、171.24セン
トとなった。当該アービトラージはコーヒー年度2024/25の開始以降拡大傾向を続けており、2024
年9月の直近の低水準29.3セントから大きく上昇している。当時、コーヒー年度2023/24における不
作により、平均してロブスタ第1位および第3位の輸出国であるベトナムとインドネシアからのロブス
タ供給可能量が減少し、ロンドン先物（ロブスタ）の価格を大きく押し上げた。
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図1：ICO複合指標価格
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ロンドン市場の価格は2023年9月から2024年9月にかけて106.3%上昇したのに対し、ニューヨーク
（アラビカ）市場の価格上昇は65.7%にとどまった。コーヒー年度2024/25に入ると、インドネシア
とベトナムでの収穫は改善し、世界のロブスタ市場は相対的な正常状態を取り戻したことで、両先物
市場の価格ダイナミクスは逆転した。その結果、2024年10月から2025年11月までの間にニューヨー
ク市場の価格は49.1%上昇した一方、ロンドン市場は2.3%下落した。

2018年1月から2023年12月までの直近の推移を振り返ると、ニューヨーク／ロンドン価格比の平均
値は1.85であり、これは2025年11月に観測された比率と同じである。これに対して、2024年9月の
比率は1.13にとどまっていた。これまでのところ、アービトラージは主として供給状況を反映してき
たが、この価格比がなお上昇を続ける場合、消費の動向も価格形成に影響を及ぼし始めている可能性
がある。

2025年11月のICO複合指標価格の日中ボラティリティは、2025年10月比で4.8ポイント低下し、平均
11.1%となった。コロンビアマイルドおよびアザーマイルドのボラティリティも同様の動きを示し、
それぞれ11.3%、11.2%となった。一方、ブラジルナチュラルのボラティリティは前月比5.0ポイント
低下し、11月には12.1%となった。ロブスタのボラティリティも、2025年10月の15.6%から12.2%へと
低下した。ニューヨークおよびロンドン先物市場のボラティリティはそれぞれ12.5%、12.8%であり、
いずれも10月に比べて5.6ポイントおよび3.9ポイント低下した。

ロンドンロブスタの認証在庫は、2025年10月から11月にかけて28.3%減少し、月末時点で73万袋となった。米国
ニューヨークICEにおけるアラビカの認証在庫も同様のトレンドを示し、44万袋へと縮小し、10月比5.9%の減少
となった。

図3：ニューヨークとロンドン先物市場間のアービトラージ 図4：ICO複合指標価格のボラティリティ30日移動平均

図5：認証在庫
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コーヒーグループ別輸出ー生豆
2025年10月の世界の生豆輸出は合計976万袋となり、2024年10月の957万袋と比べて1.9%増加した。
これは、コーヒー年度のスタート月である10月として2年連続で過去最高の出荷量を更新したことを
意味するものの、伸び率そのものは緩やかなものにとどまった。ブラジルナチュラルを例外として、
すべてのコーヒーグループが新たなコーヒー年度をプラス成長でスタートしており、その中でもア
ザーマイルドとロブスタが、前年同月比ベースで最も大きな絶対増加を記録した。

アザーマイルドの出荷量は、2025年10月に158万袋となり、前年同月（2024年10月）の131万袋から
21.0%増加した。これは、記録上2番目に良好なコーヒー年度入りとなり、2018年10月の160万袋に
わずかに及ばない水準である。より重要なのは、アザーマイルドの輸出が2024年暦年の半ば頃から続
いている上昇トレンドを維持している点である。直近のプラス成長は、2024年6月以降17カ月のうち
12カ月で増加を記録したことになる。2025年10月の同グループの二桁成長を牽引した主な要因はメ
キシコ、ペルー、ウガンダであり、これら3カ国の合算輸出は、2024年10月の69万袋から2025年10
月には90万袋へと30.9%（21万袋）の増加となった。

ロブスタ生豆輸出は、2025年10月に304万袋となり、2024年10月の285万袋から6.8%増加した。最新
月のロブスタ輸出増加を支えた主な要因はウガンダとベトナムであり、この2カ国の合算輸出は2024
年10月の94万袋から2025年10月には159万袋へと69.8%増加した。これに対する逆の動きをしたのが
ブラジルであり、2025年10月のロブスタ輸出は45万袋となり、2024年10月の93万袋から51.9%減少
した。この動きは、ブラジルのロブスタ生豆輸出が減少し、インドネシアとベトナムで増加する
という、コーヒー年度2024/25に観察された支配的なトレンドの継続を部分的に反映している。ただ
し、その継続性は部分的にとどまっており、インドネシアでは2025年10月に16カ月ぶりの減少を記録
している。同国のロブスタ輸出は、2024年10月の64万袋から4.4%減少し、62万袋となった。それで
もなお、インドネシアのロブスタ輸出トレンドが反転した兆候は乏しく、むしろ2023/24年度に輸出
が37.0%減少した後の回復過程が続いていることを示しているとみられる。
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Figure 6: Green Exports by Coffee Groups (October)
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図6：コーヒーグループ別生豆輸出（10月）
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コロンビアマイルドの輸出は、2025年10月に112万袋となり、2024年10月の105万袋から7.0%増加し
た。これは25カ月連続のプラス成長となり、12カ月移動合計（12-MMT）ベースの輸出量を、2025年
10月時点で記録上5番目に高い1397万袋へと押し上げた。この長期的なプラス成長が始まる前、12-
MMTは1069万袋にとどまっていた。コロンビアマイルド輸出の根強い上昇トレンドの根本的要因は、
グループ最大の生産・輸出国であるコロンビアにおける生産拡大にある。コーヒー年度2022/23にお
いて、コロンビアの生産量は直近の低水準となる1062万袋まで落ち込んだものの、その後の2コー
ヒー年度（～2024/25）で合計40.0%増加し、1487万袋に達した。同期間において、コロンビアマイ
ルドの輸出も30.0%増加し、1069万袋から1390万袋へと拡大した。2025年10月の最新月の伸びは、主
としてコロンビアとタンザニアによって牽引されており、この2カ国の合算輸出は、2024年10月の99
万袋から2025年10月には107万袋へと増加した。
ブラジルナチュラルの生豆輸出は、20244年10月の43436万袋から2025年10月には4401袋へと8.2%減少し
た。これは８カ月連続のマイナス成長となる。最新の減少を主導したのはブラジルであり、同国の輸
出量は20244年10月の3377万袋から2025年10月には335335万袋へと11.2%減少した。コーヒー年度
2020/21から2024/25にかけて、ブラジルはブラジルナチュラル輸出全体の平均85.4%を占めてき
た。そのため、このグループの輸出動向は、同国の動きと密接に連動している。ブラジルの急激な減
少は、同国のアラビカ生産の循環性（表作・裏作のサイクル）や基準値効果に加え、少なくとも一部
は2025年に引き上げられた米国関税の影響と関連しているとみられる。
コーヒー年度2023/24は、ブラジルナチュラル輸出にとって「表作」の年であり、輸出が21.7%増加
し過去最高水準を記録した。さらに、2025年7月30日、米国はブラジルから輸入される特定品目
（コーヒーを含む）に対し、追加の40%従価税を課した。追加関税が発効した2025年7月から10月の
間に、ブラジルの対米平均輸出量は、2020～2024年の同期間平均に比べて46.9%減少しており、こ
れは2025年1～5月（新関税導入前）の減少幅12.1%（同じく2020～2024年との比較）を大きく上回
る落ち込みであった。

アラビカ系コーヒーの総輸出は、2024年10月の672.4万袋から2025年10月には671.6万袋へと0.1%減
少した。この結果、生豆輸出全体に占めるアラビカのシェアは、2024/25年度の70.2%から2025/26年
度には68.8%へと低下した。

地域別輸出量ー全形態
世界全体のコーヒー（生豆・ソリュブル・焙煎を含む全形態）の輸出は、2024年10月の1109.2万袋から

2025年10月には1115.7万袋へと0.6%増加した。
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Figure 7: Share of Green Exports by Coffee Species (October)

Arabica Robusta

図7：コーヒー種別生豆輸出シェア（10月）
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4地域のうち3地域が輸出増で新たなコーヒー年度のスタートを切ったが、南米のみがマイナスであっ
た。南米は世界全体の輸出に占める比率が大きく、かつ2025年10月の減少幅も相応に大きかったた
め、同地域の落ち込みが他3地域の増加分の大部分を相殺する形となった。

アジア・オセアニアからの全形態のコーヒー輸出は、2024年10月の244万袋から2025年10月には303
万袋へと23.9%増加した。最新の２桁成長の主因はベトナムであり、同国の輸出は2024年10月の84万
袋から2025年10月には129万袋へと52.7%増加した。コーヒー年度2020/21から2024/25にかけて、ベ
トナムはアジア・オセアニア輸出全体の平均62.8%を占めており、その輸出動向が地域全体のダイナ
ミクスをほぼ規定している。同国は、2023/24年度の不作の影響をなお引きずっており、この不作に
より輸出は2509万袋にとどまり、国内供給は過去最低水準まで減少し、国内在庫もほぼ完全に枯渇し
た。2024/25年度の新作が本格的に輸出チャネルに流入し始めたのは2025年12月であり、それ以前に
は不作の影響を十分に緩和できなかった。その結果、2025年10月のベトナムおよび同地域全体の輸出
量は、2024年10月の低い水準（84万袋）と比較して、「ベース効果」の恩恵を受けている（2019～
2022年10月の平均は150万袋）。

アフリカからの全形態のコーヒー輸出は、2024年10月の142万袋から2025年10月には173万袋へと
21.9%増加した。アフリカはコーヒー年度2024/25を1969万袋の輸出で終え、これは1973/74年度の
2038万袋、1975/76年度の2001万袋に続く、観測史上3番目に大きい輸出量となった。このほぼ記録
的な水準は、主として同地域の二大生産国であるエチオピアとウガンダによってもたらされた。両国
はそれぞれ737万袋、826万袋という過去最高の輸出量を記録した。良好な収穫と高水準の国際コー
ヒー価格、そして通常を上回る在庫放出が、この2桁成長を説明する。エチオピアの2024/25年度の収
穫は991万袋と見積もられており、ウガンダは705万袋と推計される。このトレンドは新コーヒー年度
にも継続しているとみられ、アフリカ輸出の最新の2桁成長を牽引したのも、引き続きエチオピアと
ウガンダであった。2025年10月の両国の合算輸出は140万袋となり、2024年10月の109万袋から
28.9%増加した。

2025年10月、南米からの全形態のコーヒー輸出は、2024年10月の677万袋から589万袋へと13.0%
減少した。これは、16カ月連続の増加に続く形で、同地域にとって11カ月連続のマイナス成長と
なった。この落ち込みの主因はブラジルであり、同国の輸出は2024年10月の509万袋から2025年10
月には414万袋へと18.7%減少した。
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Figure 8: Total Exports by Producing Regions (October-October)
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図8：生産地域別総輸出（10月～翌年10月
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ブラジルの輸出は、基準値効果、国際ロブスタ市場における品薄状態、および2023/24～2024/25の生
産サイクルの影響を受けて、なおも下押しされている。コーヒー年度2023/24においては、インドネ
シアとベトナムという二大ロブスタ輸出国の供給減少が引き起こした国際ロブスタ市場の品薄状態を
背景に、ブラジルのロブスタ輸出は異例の高水準となり、937万袋に達した。これは、2018/19～
2022/23年度の5年平均352万袋を大きく上回る水準である。

一方、コーヒー年度2024/25には、インドネシアとベトナムの収穫が平常レベルに戻り、通常規模の
ロブスタ輸出が再び国際市場に供給されたことで、ブラジルのロブスタ輸出は大きく後退し2024/25
年度には490万袋となった。この調整局面は現在も進行中である。その結果として、南米全体の輸出
も前年同月比で減少している。南米は、コーヒー年度2018/19～2022/23の平均5746万袋に対
し、2023/24年度には6722万袋を輸出しており、この異例の高水準を反映して2024/25年度の減速は事
実上不可避であった。そして、このダウントレンドはコーヒー年度2025/26の初月にも続いている。

2025年10月、メキシコ・中米からの全形態のコーヒー輸出は、2024年10月の46万袋から51万袋へと
11.5%増加した。同地域はコーヒー年度2024/25を6.4%の増加で終え、これは2020/21年度の3.9%増以
来、初めての年度ベースの輸出拡大となった。この成長の主因はメキシコとニカラグアであり、それ
ぞれ輸出が20.9%、17.1%増加した。新たなコーヒー年度の第1月目においても、両国は同地域輸出の
ダイナミクスを牽引しており、2025年10月にはそれぞれ30.8%、47.9%の増加を記録した。

地域別輸出量ー全形態
2025年10月において、輸出されたコーヒーの形態は、生豆が圧倒的な比重を占め、総輸出の87.5%を
構成した。一方、ソリュブルコーヒーは12.2%、焙煎豆は0.4%にとどまった。
ソリュブル・コーヒーの総輸出は、2024年10月の146万袋から2025年10月には136万袋へと7.1%減
少した。2025年10月のソリュブルコーヒー輸出で最大の輸出国は、ブラジル、インドネシア、ベト
ナムであり、それぞれ30.4万袋、31.2万袋、31.4万袋を出荷した。
焙煎豆の輸出は、2024年10月の6万袋から2025年10月には4万袋へと28.4%減少した。
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表１：ICO指標価格と先物価格(US cents/lb)

ICO Composite
Colombian 

Milds
Other Milds

Brazilian 
Naturals

Robustas New York* London*

Monthly averages
Dec-24 299.61 341.00 343.34 326.97 236.73 317.00 226.28
Jan-25 310.12 351.93 354.47 339.18 245.29 328.94 234.33
Feb-25 354.32 410.64 409.48 401.10 263.08 388.18 253.48
Mar-25 347.85 404.97 404.02 392.48 257.61 382.75 247.63
Apr-25 335.76 394.14 392.84 378.27 246.39 370.37 235.69
May-25 334.41 395.59 397.84 380.02 237.76 368.21 224.63
Jun-25 295.06 360.08 363.16 338.53 196.21 329.56 183.21
Jul-25 259.31 322.37 325.50 297.04 167.19 289.17 153.43
Aug-25 297.05 366.72 366.32 336.88 199.13 328.57 181.43
Sep-25 324.62 403.77 400.21 374.91 210.85 366.31 197.56
Oct-25 326.38 403.25 403.79 373.47 215.06 366.00 202.16
Nov-25 330.44 408.75 410.31 380.17 214.91 373.57 202.33
% change between Oct-25 and Nov-25

1.2% 1.4% 1.6% 1.8% -0.1% 2.1% 0.1%
Volatility (%)
Oct-25 15.9% 16.0% 16.1% 17.1% 15.6% 18.1% 16.7%
Nov-25 11.1% 11.3% 11.2% 12.1% 12.2% 12.5% 12.8%
Variation between Oct-25 and Nov-25

-4.8 -4.7 -4.9 -5.0 -3.4 -5.6 -3.9
* Average prices for 2nd and 3rd positions

表２：価格差(US censt/lb)
Colombian 

Milds
Other Milds

Colombian 
Milds

Brazilian 
Naturals

Colombian 
Milds

Robustas

Other Milds

Brazilian 
Naturals

Other Milds

Robustas

Brazilian 
Naturals

Robustas

New York*

London*

Nov-24 1.24 20.62 80.10 19.38 78.87 59.48 62.60
Dec-24 -2.34 14.03 104.27 16.37 106.61 90.24 90.72
Jan-25 -2.54 12.75 106.64 15.30 109.18 93.88 94.60
Feb-25 1.16 9.54 147.56 8.37 146.40 138.03 134.70
Mar-25 0.95 12.49 147.37 11.54 146.42 134.87 135.11
Apr-25 1.30 15.87 147.75 14.57 146.44 131.87 134.67
May-25 -2.25 15.57 157.83 17.83 160.09 142.26 143.58
Jun-25 -3.08 21.55 163.86 24.63 166.95 142.32 146.35
Jul-25 -3.13 25.32 155.17 28.45 158.31 129.85 135.74
Aug-25 0.41 29.84 167.60 29.43 167.19 137.76 147.14
Sep-25 3.56 28.86 192.92 25.30 189.36 164.07 168.75
Oct-25 -0.54 29.78 188.19 30.32 188.73 158.41 163.84
Nov-25 -1.56 28.59 193.84 30.14 195.40 165.26 171.24
% change between Oct-25 and Nov-25

186.0% -4.0% 3.0% -0.6% 3.5% 4.3% 4.5%
* Average prices for 2nd and 3rd positions
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表3：世界のコーヒー需給バランス

Coffee year commencing 2021 2022 2023 2024
% change 
2023/24

PRODUCTION 165,092 165,785 168,707 177,513 5.2%

Arabica 91,737 93,876 97,674 102,065 4.5%

Robusta 73,356 71,910 71,033 75,448 6.2%

Africa 19,589 18,865 21,173 22,782 7.6%

Asia & Oceania 51,063 49,275 46,035 49,637 7.8%

Mexico & Central America 18,053 18,214 17,161 18,304 6.7%

South America 76,388 79,431 84,338 86,790 2.9%

CONSUMPTION 170,500 176,855 172,578 175,071 1.4%

Exporting countries 54,438 55,664 56,344 57,742 2.5%

Importing countries (Coffee Years) 116,062 121,191 116,233 117,329 0.9%

Africa 12,677 12,446 11,566 12,145 5.0%

Asia & Oceania 42,422 43,534 44,163 47,447 7.4%

Mexico & Central America 5,702 5,928 5,905 6,113 3.5%

Europe 52,350 56,001 54,178 53,552 -1.2%

North America 30,228 31,324 28,694 27,745 -3.3%

South America 27,071 27,570 28,020 28,010 0.0%

BALANCE -5,407 -11,070 -3,871 2,443

表4：輸出国総輸出量
Oct-24 Oct-25 % change

2023/24 2024/25 % change

TOTAL 11,092  11,157  0.6% 11,092  11,157  0.6%

Arabicas 7,439  7,312  -1.7% 7,439  7,312  -1.7%
Colombian Milds 1,140 1,206 5.7% 1,140 1,206 5.7%
Other Milds 1,584 1,785 12.7% 1,584 1,785 12.7%
Brazilian Naturals 4,715 4,321 -8.4% 4,715 4,321 -8.4%

Robustas 3,653 3,846 5.3% 3,653 3,846 5.3%
In thousand 60-kg bags

Monthly trade statistics are available upon subscription

Year to Date Coffee Year

表５：ニューヨーク先物市場とロンドン先物市場の認証在庫
Dec-24 Jan-25 Feb-25 Mar-25 Apr-25 May-25 Jun-25 Jul-25 Aug-25 Sep-25 Oct-25 Nov-25

New York 1.03 0.91 0.84 0.80 0.85 0.93 0.91 0.83 0.77 0.62 0.47 0.44

London 0.73 0.76 0.72 0.74 0.71 0.92 0.87 1.18 1.13 1.08 1.01 0.73
In million 60-kg bags
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